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第 1 章  総  則 

 

1 適用範囲 

本仕様書は 2026 年度 塩野浄水場 薬品注入設備外更新工事に関するもので各種検

査、試運転調整及び各種手続き等を含めた一切に適用するものとする。本仕様書に定め

のない一般事項は、以下に定める仕様書等によるものとする。 

以下の仕様書、設計図、設計書及び現場説明事項ならびに監督職員(以降、監督員と

記す)の指示に従い、誠実に、完全な施工を定められた期間内に施工するものとする。 

本仕様書に定めない事項については、以下最新のものを準用する。 

土木工事共通仕様書(長野県土木部、建設技術センター) 

土木工事施工管理基準(長野県土木部、建設技術センター) 

水道工事標準仕様書 土木工事編(日本水道協会) 

水道工事標準仕様書 設備工事編(日本水道協会) 

公共建築工事標準仕様書 建築工事編（国土交通省営繕部） 

公共建築工事標準仕様書 機械設備工事編（国土交通省営繕部） 

公共建築工事標準仕様書 電気設備工事編（国土交通省営繕部） 

JIS(日本産業規格) 

JEC(電気規格調査会標準規格) 

JEM(日本電機工業会標準規格) 

JCS(日本電線工業会標準規格) 

電気設備技術基準(経済産業省令) 

水道法 

消防法 

その他関係諸法規 

 

2 疑義等 

請負者は、設計図、仕様書及び設計書に関して疑義が生じた場合、すべて監督員の指

示に従うこと。このため、疑義等はあらかじめ契約前に質疑し、解決しておかなければ

ならない。 

また、設計図書類のいずれに記載なき事項でも、法規上及び機能上必要な事項は請負

者の負担で施工しなければならない。 

 

3 工事着手 

請負者は、契約締結後、施工計画書を必要部数数、須坂市に提出し、審査の結果、適

正でない箇所があった場合は、協議のうえ訂正しなければならない。 



 

2 

 

(1)工事着手届 

(2)工事工程表 

(3)工事内訳明細書 

(4)現場代理人選任届及び経歴書 

(5)主任技術者選任届及び経歴書 

(6)担当組織表(営業、設計、製作及び検査の組織で各担当者氏名、連絡先等を明記の

こと) 

(7)下請負人等届 

(8)産業廃棄物処分計画書 

 

4 監督員 

発注者は工事契約の際に監督員を定め、請負者に通知する。監督員の指示又は承諾は

原則として書面により行う。 

 

5 現場代理人 

現場代理人は工事現場に常駐し、現場運営管理の一切の事項を処理するもので、かつ

て類似の工事の実務経験を有するものとする。現場代理人は原則、工事途中での交代は

認めない。ただし市が認めた場合は、この限りではない。 

 

6 主任技術者(又は監理技術者) 

主任技術者(又は監理技術者)は、改修工事の遂行に必要、かつ十分な技術的専門知識

を有し、かつて類似工事の主任技術者としての実務経験を有するものとする。 

主任技術者(又は監理技術者)は原則、工事途中での交代は認めない。ただし市が認め

た場合は、この限りではない。 

 

7 設計図書の照査・疑義 

請負者は、工事の施工にあたり、事前に設計図書と現地状況を確認し、設計図書や現

地状況に関して疑義が生じた場合は、その旨を監督員に通知し、確認を請求すること。

請負者がこれらの確認を請求した場合、又は監督員が確認事項を発見した場合は、請負

者立ち会いのもとで監督員が調査を行うものとする。監督員は、請負者の意見を聞き、

調査の結果をとりまとめ、その結果を請負者に通知する。 

 

8 施工計画書 

請負者は、工事の着手に先立ち、総合仮設を含めた工事の全般的な進め方や、主要工

事の施工方法、品質目標と管理方針、重要管理事項等の大要を定めた総合施工計画書を

作成し、監督員に提出、承諾を受けること。 
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総合施工計画書とは別に必要に応じて工種別の施工計画書を作成し、施工要領書は施

工計画書の資料として提出すること。 

 

9 施工体制台帳・施工体系図 

建設業法第 24 条の 7 の規程に該当する場合は、施工体制台帳及び施工体系図を作成

すること。また、下請負契約の請負金額に関わらず、施工体系図を作成すること。 

 

10 工事下請届 

 請負者は、当該工事に着手する前に工事下請届を提出すること。一括下請負は、建設

業法第 22条により禁止する。 

 

11 各種手続 

請負者は、本工事の施工に当り関係諸官庁や電力会社等に対する届出、手続、検査等

に関する一切の処理をしなければならない。これらの諸手続に必要な経費はすべて請負

者の負担とする。 

 

12 承諾申請図書 

請負者は、工事に着手する前に設計図書、協議、現地調査結果等に基づき、機器製作

仕様書、機器図、施工図、使用材料図面、カタログ、計算書類等の承諾申請図書を作成

し、監督員に提出する。 

 

13 協議及び議事録の提出 

請負者は契約締結後、主任技術者、現場代理人、担当技術者を派遣し、監督員と仕様

書、図面に基づき詳細な協議を行わなければならない。協議は工事の進行に伴い継続的

に行い、協議終了後は、都度議事録を提出し監督員の承諾を得ること。 

 

14 費用の負担 

(1)材料及び工事の検査並びに工事施工に伴う測量調査、試験、試掘、諸手続きに必

要な費用は請負者の負担とする。 

 

15 特許権等 

本工事で使用する設備のうち特許権、実用新案権、意匠権等の登録もしくは出願公告

中のものを採用する場合、権利の実施権設定等の手続きはすべて請負者の責任において

処理すること。 
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16 現場管理 

(1)請負者は、本特記仕様書等を現場責任者に十分理解させ、監督員の指示に従って

完全に施工しなければならない。 

(2)請負者は、使用資器材の品質、及び規格を証明する図書を監督員に提出して検査

検収及び立会い検査等を受けなければならない。また、使用材料は、すべて製品

の内容、品質、構造、カタログ等の資料を揃えて監督員の承認を受けるものとす

る。 

(3)請負者は、常に工事の進捗状況について注意し、施工計画書の工事工程と実績を

検討して、工事の円滑な進行を計らなければならない。 

(4)請負者は、工事着工に先立ち、現場付近居住者に対し監督員と十分協議の上、工

事施工についての説明を行い十分な協力を得られるように努めなければならない。

また、苦情等があった場合は速やかに対応し、監督員に報告する体制を整えるこ

と。 

(5)請負者は、現場事務所、宿舎、材料置場、機械据付場所等の位置及び形状等を明

らかにする書類を監督員に提出して承認を受け、工事に支障のないよう確保しな

ければならない。 

(6)請負者は、本工事に伴う騒音振動の発生を出来る限り防止すると共に、技術的に

対策を講じなければならない。 

(7)請負者は、各管理者により、防火、衛生上の取締りを厳重にし、周知対策を十分

に考慮しなければならない。また、材料置場及び工事現場等は常に整理整頓し、

労働安全を第一にすると共に盗難防止も請負者の債務として対処しなければなら

ない。 

(8)請負者は、第三者等に損傷を与えた場合、いかなる場合も請負者の債務として対

処し、これに要する費用をすべて負担するものとする。 

(9)現場工事において、施設を運転しながら施工を行う場合は、毎日の工事の始めと

終了の際は監督員に説明し、承認を得たのち施工すること。もし、監督員が施設

運用に支障があると判断した場合は、必要な仮設工事、もしくは夜間作業等、監

督員の指示する時間、工法によって施工しなければならない。 

(10)施工区域以外の施設内に立入りや、既存施設備に触れてはならない。 

 

17 安全、衛生管理 

 請負者は施工計画書において労働安全衛生法及び関連法規に基づき、安全、衛生対策

等を明確にし、請負者の責任と負担で実施すること。場外施設の場合、近隣の住民や通

行人の安全についても責任を持ち、特に風邪を引くなど体調の悪い作業員は工事に従事

させてはならない。 
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18 水質汚濁の防止 

本工事の施工にあたり、本工事は水道用水を供給する施設で行うことの認識を持ち、

衛生的見地から十分注意を払うとともに、水質を汚染、汚濁する行為をしてはならない。 

 

19 環境配慮 

 建設工事に伴う騒音振動対策技術指針、関連法令及び仕様書の規程を遵守の上、騒音、

振動、大気汚染、水質汚濁等に配慮し、工事の実施を心がけること。 

 

20 工事用の電力及び水 

 工事用の電力及び水については、請負者が準備するものとし、必要な移動用発電装置

や仮設物は請負者の負担で設置しなければならない。 

 

21 発生材料 

 工事現場で発生する有価物で監督員の指示するものは、請負者の負担において清掃、

整備のうえ包装し、名称記入のうえ指示する場所へ納入しなければならない。また残土、

コンクリートガラ等の発生材は請負者の責任において処分し、適切な処理を行ったこと

を証明する書類を提出すること。 

 

22 資材の管理 

本工事竣工までの機器及び材料等の保管管理責任は請負者によるものとする。 

 

23 既設物の破損等 

工事中に既存の構造物、道路、機器、その他を損傷した場合、請負者の負担で速やか

に復旧もしくは新品と取替えなければならない。 

 

24 工事日報 

請負者は工事予定、作業内容、監督員との協議及び指示事項等を記した工事日報及び

月報を作成し、監督員に提出すること。 

 

25 工事および完成写真の撮影 

請負者は工事過程及び完成時の状況を示す写真を撮影し、簡単なコメントを記載して

工種ごと工程順に整理した写真帳を提出すること。工事写真の撮影には、デジタルカメ

ラを使用すること。 

(1)着工前の現状写真 

(2)工場での機器製作、組立、塗装工程、工場検査の状況写真 

(3)現場搬入、据付および検査の状況写真 
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(4)工事経過写真(特に施工後容易に確認出来ない埋設及び隠蔽箇所等) 

(5)完成写真 

(6)その他必要な箇所および監督員の指示する写真 

 

26 請負者の検査 

(1)請負者は中間検査、完成検査等、各種検査を受検可能になった時点で直ちに監督

員に通知し、検査員又は監督員の検査を受けなければならない。 

(2)監督員は、検査の必要が生じた場合または検査の依頼を受けた場合、検査を行う

日時を請負者に通知する。 

(3)請負者は、検査員または監督員の行う検査に立会い、また協力しなければならな

い。この検査に請負者が立会わない場合は、請負者はこの検査の結果に異議を申

し立てる事ができない。 

(4)検査の偽に変質、変形、消耗または損傷したことによる損失は、全て請負者の負

担とする。 

(5)各検査に合格しない場合は、監督員の指示に従い、工事の全部又は一部につき直

ちに手直し、改造又は再施工し再検査を受けなければならない。 

 

27 工事完成届・工事指定部分完成届 

本工事の試運転調整が完了後、全施工区域の後片付け、清掃などの一切の整備が終了

した時点で、直ちに工事完成届を工期内に監督員に提出すること。完成届の提出にあた

っては、すべての工事が完了していること、すべての工事関係書類(下記)の提出が完了

していること、最終契約変更を発注者と締結していること、社内完成検査報告書を提出

していることを前提とする。 

  ※完成届提出時に必要な工事関係書類 

① 施工計画書 

② 工事記録写真 

③ 工場検査成績書 

④ 現場検査成績書 

⑤ 完成図書類 

⑥ 工事日報及び打合わせ議事録 

⑦ 各種届出書類控 

⑧ その他必要なもの 

 

28 完成検査 

(1)工事一式書類の提出後、担当課検査員による完成検査を行う。検査には現場代理

人、主任技術者又は監理技術者が立会い、必要な機材、人員を整え、円滑に検査



 

7 

 

の実施ができるよう配慮しなければならない。 

 (2)検査のために変質、変形、消耗または損傷したことによる損失の補填は、請負者

の負担とする。 

(3)各検査に合格しない場合は、監督員の指示に従い、工事の全部又は一部について

直ちに改造又は再施工し、再検査を受け、合格しなければならない。 

 

29 運転指導 

本施設の運転開始に先立ち、必要に応じて運転指導員を現地に派遣し、本設備の取扱

いについて実地指導を行なうものとする。実地指導中に職員の取扱いに誤りが生じ、故

障その他の事故発生の原因となった場合、請負人の責任によって復旧を命ずることがあ

る。 

 

30 完成図書の提出 

施設引渡しの際、完成図書として下記の書類を提出する。製本形式等の詳細は協議に

よる。 

(1)各工区の完成図面及びデータ等 

(2)付属品、予備品リスト 

(3)試験、検査成績書および各種保証書 

(4)各種官庁等手続き書類 

(5)機器取扱説明書 

(6)運転操作説明書 

(7)工事および完成写真 

(8)各種製造業者アフターサービス連絡一覧表 

(9)その他監督員の指示によるもの 

 

31 保証期間 

 本設備工事の保証期間は完全に引き渡しが終了してから 1年間とする。この期間に発

生する施設の不具合や要望事項に対しては、請負人は監督員と協議の上、原因調査や対

処方法の検討を行うこと。その結果、請負人の過失による不具合が認められた場合は、

監督員の指示する期間内に無償で改造、補修または新品と取替え、試験、検査に合格し

なければならない。 

 

32 その他 

・工事カルテの作成、登録 

請負者は、受注時又は変更時において請負金額が500万円以上の工事について、工事

実績情報サービス（CORINS）に基づき、受注、変更、完成時に工事実績情報として「工
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事カルテ」を作成し、監督員の確認を受けたうえ、受注時は契約後10日以内に、完成時

は工事完成後10日以内に、（財）日本建設情報センターに登録しなければならない。 

また、（財）日本建設情報センター発行の「工事カルテ受領書」の写しが届いた場合

は直ちに監督員に提出しなければならない。なお、変更時と完了時の間が10日間に満た

ない場合は、変更時の提出を省略できる。 
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第 2 章 電気・計装設備一般事項 

 

1 規 則 

本工事に使用する機器は、JIS,JEC,JEM 等の各規格に準拠するもので、本章の仕様に

よること。 

 

2 付属品 

各機器の付属品は、特記仕様書に記載されているものを納入するほか、請負者におい

て設備の運転上必要と認められるものは付属すること。 

 

3 電源周波数 

本地域は 60Hz地域につき、定格周波数は 60Hzとする。 

 

4 荷造りおよび輸送 

荷造りは厳重に施し、必要に応じて防湿処理等を行い、適切な転倒防止の方法を講じ

ること。予備品は長期保存に適する梱包･保管方法を選択の上、外部には内容品名、数

量を明記するとともに保管上の注意事項を付記するものとする。 

 

5 機器据付工事 

・据付工事は、工事設計書、本仕様書、設計図面に示すすべての機器の搬入・据付・配

管・塗装の各工事及び試運転調整まで含むものとする。工事施工に当たっては、各機

器の目的を満たす機能を十分発揮できるよう努めること。 

・機器据付に当たっては、必要に応じてライナー、グラウト等を使用し、位置、鉛直度、

水平度を正確に出した上で強固に固定すること。また、ベースプレート等はコーキン

グやグラウトで防水処理を行うこと。 

・重量物の固定に使用するアンカーボルトは耐震検討を行った上でボルト径、定着方法

を決定すること。計算書を提出すること。 

・機器据付の詳細な位置の決定については、承諾申請図において明示し、監督員の承諾

を受けること。 

 

6 配管工事 

・配管支持架台は、使用する配管の口径、材質、配置を考慮した上で適切な箇所に配置

し、たわみ、振動等が生じないようにすること。 

・配管は支持架台に Uボルト、Uバンド等を使用して確実に固定し、架台はアンカーボ

ルトで構造物に強固に固定すること。 
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・躯体防水塗装面に後施工アンカーを施工する場合は、接着系アンカーを使用し、コー

キング処理を行うこと。 

・フランジボルトは、均等かつ適正な締め付けを行い、漏水がないようにすること。 

・ライニング管の施工に当たっては、ライニング面が損傷しないよう、取り扱いには細

心の注意を払い、仮に損傷した場合は、交換又は適切な補修を行うこと。 

・ステンレス管の施工に当たっては、もらい錆等が生じないよう保管方法に留意し、生

じた場合は除去すること。 

・配管支持架台の材質は原則として SUS304 とし、使用環境に適したものとする。フラ

ンジ接合ボルトの材質は、原則として SUS304 とし、パッキン類は EPDM相当とする。 

・配管、弁類は取得可能なものについては水協検査品の使用を原則とする。 

 

7 複合工事 

・配管壁貫通部のモルタル充填部や、機器レベル調整用のモルタルは、無収縮モルタル

の使用を原則とする。 

 

8 承諾申請図 

・電気・計装設備工事では、請負者は詳細な現地調査等を行った上で、機器単品図や施

工図を承諾申請図として提出し、製作・施工前に監督員の承諾を受けること。 

 

9 塗    装 

盤表面は下・中・上塗り各１回以上とし、塗装色は、特に指定するもの以外は新

JEM1135(配電盤、制御盤およびその取付器具の色彩）基準で、焼付はメラニン焼付とす

る。 

 

10 耐震施工 

設計用地震力の設定、設備機器及び配管等の耐震支持方法は、「建築設備耐震設計・

施工指針２０１４年版（独立行政法人建築研究所監修）」によること。 

 

11 共通仕様 

（１）低圧閉鎖配電盤  

形  式  図面による。 

構  造  ２面以上が配置される場合は、列盤構成とする。各部の板厚

は次の通りとする。 

扉  部    2.3mm以上 

側 面 板    2.3mm以上 

仕 切 板    1.6mm以上 
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制御回路に用いる電線は原則として 1.25mm2以上のより線を使用する。 

盤底面には底板を設け、ケーブル立ち上がり部はシーリング材などを充填し、虫

や小動物が侵入しないように配慮すること。 

（２）制御回路 

１）制御回路に用いる電線は、原則として 1.25mm2以上のより線を使用し、かつ

可動部の渡り線は、可とう性のあるものとすること。なお、計器用変成器の 2

次回路に用いる電線の断面積は原則として 2 mm2の電線を使用する。ただし、

電子回路等において電流容量・電圧降下などに支障がない場合は、これらを

満足する電線とすることができる。 

２）配電盤の裏面配線は、束配線またはダクト配線方式のいずれかとし、同一の

目的に使用する複数の配電盤には、原則として同種の配線方式を適用するこ

と。 

３）配線の固定部は、金属部分が配線を直接押圧しない構造とすること。 

４）配線の端子部には、原則として丸型圧着端子を使用し、端子圧着部とリード

誘導露出部には絶縁被覆をかぶせること。 

５）裏面配線と外部または盤相互間の接続は端子記号を記入した端子台にて行う

こと。 

６）配線の分岐は必ず端子部（器具付属の端子を含む）で行い、端子１ヶ所で２

ヶ所以上締付けないこと。 

７）配線の端子接続部分には配線記号を付すか、または配線記号を付したマーク

バンドまたはチューブを取付けること。マークバンドは容易に脱落しない構造

であること。 

８）電線被覆の色別は下記のとおりとする。 

一 般  ： 黄 

接地線  ：  緑 

ただし、電子回路等におけるものはこの限りでない。 

（３）現場操作盤 

  型  式 図面による。 

  構  造 防塵、防湿を考慮した構造。 

 

 

12 電気機器一般仕様 

（１）配線用遮断器 

 定格電圧  図面または特記仕様による。 

 定格電流  図面または特記仕様による。 

 定格遮断容量 2.5kA以上 
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 準拠規格  JIS C 8370 

 

（２）漏電遮断器 

 定格電圧  図面または特記仕様による。 

 定格電流  図面または特記仕様による。 

 定格遮断容量 2.5kA以上 

 準拠規格  JIS C 8371 

 

（３）薄型配電盤 

 準拠規格  JIS 4620 または JEM-1425に準ずる 

 

13 計装機器一般仕様 

（１）共通仕様 

１）各種計器、変換器、発信器等は電子式を原則とする。 

２）信号は、DC4～20mAまたは DC1～5Vを原則とする。 

３）各種計器、変換器、発信器等は保守点検が容易であり同一使用機器部品は 

  互換性を有すること。 

４）発信器は、防食または防滴を考慮したものとする。 

５）盤等に取付の計器は、原則としてパネル取付またはラック取付とする。 

  計装電源 

  供給電圧  AC100V 60Hz 

  計器用電圧 AC100V 60Hz 又は DC24V 

６）予備品 

  ヒューズ  100％ 

  その他必要なもの 

 

14 パネル計器一般仕様 

（１）共通仕様 

１）計装機器は電子式を原則とし、伝送信号は計装統一信号とする。 

２）計装機器は同一機種にあっては、極力互換性を持たせること。 

３）屋外設置機器は、防食、防水処理を施したものであること。 

 

（２）パネル計器一般仕様 

１）縦形指示計 

形  式   可動コイル式 

入力信号   DC1～5V又は 4～20mA 
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精  度   ±1.5％ 

取  付   パネル面取付 

２）デジタル指示計 

形  式   デジタル式 

入力信号   DC1～5V又は 4～20mA 

精  度   スパンの±2.0％ 

取  付   パネル面取付 

３）デジタル積算計 

形  式   デジタル式 

入力信号   パルス接点 

取  付   パネル面取付 

４）ディストリビュータ 

形  式   フィールド絶縁形 

入力信号   DC4～20mA 

      （2線式伝送器用） 

出力信号   DC1～5V又は 4～20mA  2点 

精  度   スパンの±0.1％ 

電  源   AC100V 

取  付   ラック又は、プラグイン型 

５）アイソレータ 

形  式   信号絶縁器 

入力信号   DC1～5Vおよび DC4～20mA 

出力信号   DC1～5Vおよび DC4～20mA 

精  度   スパンの±0.2％ 

電  源   AC100V 

取  付   ラック又は、プラグイン型 

６）分流器 

形  式   端子台付 250Ω抵抗 

入力信号   DC4～20mA 

出力信号   DC1～5V 

取  付   ラック又は、プラグイン型 

７）警報設定器 

形  式   １入力２設定形警報設定器（デジタル式） 

入力信号   DC1～5V又は 4～20mA  １点 

出力信号   リレー接点  ２点 

設定精度   スパンの±0.2％ 
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電  源   ラック又は、プラグイン型 

８）アレスタ（信号用） 

形  式   プラグイン形電流信号用避雷器 

入力信号   DC1～5Vおよび DC4～20mA 

出力信号   DC1～5Vおよび DC4～20mA 

 

15 工事一般仕様 

（１）工事材 

１）配線材  

動  力  600V CEケーブル 

制  御  CEEケーブル 

信  号  CEE-Sケーブル 

    CPEE-Sケーブル 

    LANケーブル 

接  地  IEケーブル 

２）電路材 

電線管 露出部 屋内 HIVE 

電線管 露出部 屋外 GP 

電線管 埋設部 屋外 FEP 

プルボックス SUS製 

３）水質計器配管材 

露出部 屋内 HIVP 

露出部 屋内 ラッキング材 
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第 3 章 電気設備工事 

第１節 一般事項 

１． 概 要 

本工事は、塩野浄水場の排水･排泥設備､薬注設備の電気設備更新工事である。 

 

２．対象施設 

（1）塩野浄水場 排水･排泥設備､薬注設備の更新工事および監視制御設備の機能

増設工事 

 

第２節 工事内容 

本工事では、機器の配置配線を行い、中央監視設備システムへの機能増設

を行う。 

以下に、工事区分、機器仕様を示す。 

 

（1）機器項目 

1. 塩野浄水場 

負荷設備 

1） 排水･排泥設備コントロールセンタ [HCCN1~2] １式 

2） 排水･排泥設備補助継電器盤 [HRYN] １式 

3） 排水池返送ポンプ操作盤 [HRPN] １面 

4） 排泥池引抜ポンプ操作盤 [HHPN] １面 

5） 濃縮槽操作盤 [NOPN] １面 

6） 沈殿池排泥弁･床排水ポンプ操作盤 [THPN] 1面 

 

計装設備 

7） 変換器盤 [TDN] １面 

8） 返送水流量計 電磁式(φ80) 1組 

9） 排水池水位計 静電容量式 1組 

10）排泥池水位計 静電容量式 1組 

 

監視制御設備 

11）排水･薬注設備制御装置 [YCSN] １式 

12）データ処理装置 機能増設 [DB] １式 

13）LCD監視操作卓 機能増設 [LCD1,2] １式 
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仮設設備 

14）仮設設備取合試験   1式 

 

カメラ設置工（複合工） 

15）浄水場ネットワークカメラ 7   1式 

16）浄水場ネットワークカメラ 8   1式 

17）ITV機器収納ラック   1式 

 

（2）工事区分 

１）本章に記載する機器の製作及び機能増設 

２）納入する機器の搬入据付及び機器間信号及び電源ケーブルの配線工事 

３）納入機器及び関連設備との調整工事、対向試験 

４）フリーアクセスフロア補修工事 

５）ピット築造工事 

６）既設機器の撤去工事 

７）その他本章に伴う諸工事 

  



 

17 

 

（3）機器仕様 

1. 塩野浄水場 

負荷設備 

1）排水･排泥設備コントロールセンタ [HCCN1~2] 

数  量 １式 

形  式 鋼板製屋内自立形 

参考寸法 600Ｗ×600Ｄ×2350Ｈ（2面） 

構  成 

＜盤面取付機器＞ 

①名称銘板  １式 

②その他必要なもの  １式 

＜盤内取付機器＞ 

①引込ユニット 100AF １組 

②制御電源ユニット 制御TR 210/110V 2kVA １組 

③非可逆ユニット 3.7kW用､THR､ELR付 ２組 

④非可逆ユニット 1.5kW用､THR､ELR付 ２組 

⑤非可逆ユニット 0.75kW用､THR､ELR付 ２組 

⑥可逆ユニット 0.4kW用､THR､ELR付 １組 

⑦可逆ユニット 0.05kW用､THR､ELR付 １組 

⑧電源送りユニット 3P 100AF､ELR付 ３組 

⑨内部配線及び端子台  １式 

⑩その他必要なもの  １式 

 

2）排水･排泥設備補助継電器盤 [HRYN] 

数  量 １式 

形  式 屋内自立閉鎖形 

参考寸法 800Ｗ×600Ｄ×2350Ｈ（1面） 

構  成 

＜盤面取付機器＞ 

①名称銘板  １式 

②その他必要なもの  １式 

＜盤内取付機器＞ 

①補助継電器  １式 

②盤内コンセント  １式 

③内部配線及び端子台  １式 

④盤内照明器具  １式 
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⑤その他必要なもの  １式 

 

3）排水池返送ポンプ操作盤 [HRPN] 

数  量 １面 

形  式 屋外スタンド形 

参考寸法 600Ｗ×400Ｄ×600Ｈ（1600Ｈ） 

構  成 

＜盤面取付機器＞ 

①名称銘板  １式 

②集合表示灯 故障表示 １０窓 

③切換スイッチ 手動－自動 １個 

④操作スイッチ 停止－運転 １個 

⑤状態表示灯 (Ｇ,Ｒ) １組 

⑥押釦スイッチ (ランプテスト) １個 

⑦その他必要なもの  １式 

＜盤内取付機器＞ 

①内部配線及び端子台  １式 

②盤内コンセント  １式 

③盤内照明器具  １式 

④スペースヒータ  １式 

⑤その他必要なもの  １式 

 

4）排泥池引抜ポンプ操作盤 [HHPN] 

数  量 １面 

形  式 屋外スタンド形 

参考寸法 600Ｗ×400Ｄ×600Ｈ（1600Ｈ） 

構  成 

＜盤面取付機器＞ 

①名称銘板  １式 

②集合表示灯 故障表示 １０窓 

③切換スイッチ 手動－自動 １個 

④操作スイッチ 停止－運転 １個 

⑤状態表示灯 (Ｇ,Ｒ) １組 

⑥押釦スイッチ (ランプテスト) １個 

⑦その他必要なもの  １式 

＜盤内取付機器＞ 
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①内部配線及び端子台  １式 

②盤内コンセント  １式 

③盤内照明器具  １式 

④スペースヒータ  １式 

⑤その他必要なもの  １式 

 

5）濃縮槽操作盤 [NOPN] 

数  量 １面 

形  式 屋内壁掛形 

参考寸法 700Ｗ×300Ｄ×800Ｈ 

構  成 

＜盤面取付機器＞ 

①名称銘板  １式 

②集合表示灯 故障表示 ２２窓 

③切換スイッチ 手動－自動 １個 

④操作スイッチ 停止－運転 ２個 

⑤操作スイッチ 閉－停止－開 ２個 

⑥状態表示灯 (Ｇ,Ｒ) ２組 

⑦状態表示灯 (Ｇ,Ｗ,Ｒ) ２組 

⑧押釦スイッチ (ランプテスト) １個 

⑨押釦スイッチ (故障復帰) １個 

⑩その他必要なもの  １式 

＜盤内取付機器＞ 

①内部配線及び端子台  １式 

②盤内コンセント  １式 

③盤内照明器具  １式 

④スペースヒータ  １式 

⑤その他必要なもの  １式 

 

6）沈殿池排泥弁･床排水ポンプ操作盤 [THPN] 

数  量 １面 

形  式 屋外壁掛形 

参考寸法 800Ｗ×400Ｄ×1000Ｈ 

構  成 

＜盤面取付機器＞ 

①名称銘板  １式 
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②集合表示灯 故障表示 １６窓 

③切換スイッチ 現場－中央 １個 

④切換スイッチ 機側－遠方 １個 

⑤操作スイッチ 停止－運転 １個 

⑥操作スイッチ 閉－開 ８個 

⑦状態表示灯 (Ｇ,Ｒ) ９組 

⑧押釦スイッチ (ランプテスト) １個 

⑨押釦スイッチ (故障復帰) １個 

⑩その他必要なもの  １式 

＜盤内取付機器＞ 

①内部配線及び端子台  １式 

②盤内コンセント  １式 

③盤内照明器具  １式 

④スペースヒータ  １式 

⑤その他必要なもの  １式 

 

計装設備 

7）変換器盤 [TDN] 

数  量 １面 

形  式 屋内自立形 

参考寸法 700Ｗ×800Ｄ×2300Ｈ 

構  成 

＜盤面取付機器＞ 

①名称銘板  １式 

②その他必要なもの  １式 

＜盤内取付機器＞ 

①内部配線及び端子台  １式 

②配線用遮断器  １式 

③ディストリビュータ  １式 

④アイソレータ  １式 

⑤アレスタ  １式 

⑥警報設定器  １式 

⑦中継端子台  １式 

⑧盤内コンセント  １式 

⑨その他必要なもの  １式 
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8）返送水流量計  

数  量 １組 

形  式 電磁式 (ウエハタイプ) 

口  径 φ80 

指示精度 ±1.0％ 

＜付属装置＞ 

①専用ケーブル  １式 

②同上変換器  １式 

 

9）排水池水位計   

数  量 １組 

型  式 静電容量式 

測定範囲 0～2ｍ 

指示精度 ±2.0％以内 

 

10）排泥池水位計   

数  量 １組 

型  式 静電容量式 

測定範囲 0～3ｍ 

指示精度 ±2.0％以内 

 

監視制御設備 

11）排水･薬注設備制御装置 [YCSN] 

数  量 １面 

形  式 屋内自立形 

参考寸法 800Ｗ×900Ｄ×2300Ｈ 

構  成 

＜盤面取付機器＞ 

①名称銘板  １式 

②その他必要なもの  １式 

＜盤内取付機器＞ 

①内部配線及び端子台  １式 

②コントローラ  １式 

信号点数 DI:130点程度 DO:  8点程度 

 AI: 20点程度 AO:  5点程度 

③盤内コンセント  １式 
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④その他必要なもの  １式 

 

12）データ処理装置 [DB] 機能増設 

数  量 １式 

内  容 受配電施設､沈でん池施設､急速ろ過池施設、薬注設備、排

水・排泥設備の更新に伴う入出力点数の追加、削除 

追加点数 DI:129点程度 DO:  0点程度 

 AI: 20点程度 AO:  5点程度 

 PI:  6点程度 

削除点数 DI: 92点程度 DO: 16点程度 

 AI: 17点程度 AO:  0点程度 

 PI:  9点程度 

 

13）LCD監視操作卓 [LCD1,2] 機能増設 

数  量 １式 

内  容 受配電施設､沈でん池施設､急速ろ過池施設の更新に伴う

入出力点数の追加、削除 

追加点数 DI:129点程度 DO:  0点程度 

 AI: 20点程度 AO:  5点程度 

 PI:  6点程度 

削除点数 DI: 92点程度 DO: 16点程度 

 AI: 17点程度 AO:  0点程度 

 PI:  9点程度 

 

仮設設備 

14）仮設設備取合試験 

数  量 １式 

内  容 薬品注入切替時の、仮設設備に対する中央(排水･薬注設

備制御装置[YCS])との取り合い試験を実施する 

 

カメラ設置工（複合工） 

15）浄水場ネットワークカメラ 7  

数  量 １式（材工共） 

形  式 2MP小型球体32倍屋外IP PTZ AIｶﾒﾗ  

構  成 ｶﾒﾗ壁取付金具 

 屋外用熱対策制御盤ｷｬﾋﾞﾈｯﾄ 
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 高速回転避雷器 

 ｽｲｯﾁﾝｸﾞ電源 

 ｽｲｯﾁﾝｸﾞ電源 

 ﾒﾃﾞｨｱｺﾝﾊﾞｰﾀｰ 

 POEｲﾝｼﾞｪｸﾀｰ 

 LAN用SPD  

 光接続箱 

 光ｺｰﾄﾞ  

 ｻｰｷｯﾄﾌﾞﾚｰｶｰ 

 抜け止め接地ﾀﾞﾌﾞﾙｺﾝｾﾝﾄ 

 ｺﾝｸﾘｰﾄ柱 7-19-350（根枷･足場ﾎﾞﾙﾄ･運搬費込） 

 

16）浄水場ネットワークカメラ８  

数  量 １式（材工共） 

形  式 2MP小型球体32倍屋外IP PTZ AIｶﾒﾗ  

構  成 ｶﾒﾗ壁取付金具 

 屋外用熱対策制御盤ｷｬﾋﾞﾈｯﾄ 

 高速回転避雷器 

 ｽｲｯﾁﾝｸﾞ電源 

 ｽｲｯﾁﾝｸﾞ電源 

 ﾒﾃﾞｨｱｺﾝﾊﾞｰﾀｰ 

 POEｲﾝｼﾞｪｸﾀｰ 

 LAN用SPD  

 光接続箱 

 光ｺｰﾄﾞ  

 ｻｰｷｯﾄﾌﾞﾚｰｶｰ 

 抜け止め接地ﾀﾞﾌﾞﾙｺﾝｾﾝﾄ 

 鋼管柱 特型（根枷･足場ﾎﾞﾙﾄ･運搬費込） 

 

17）ITV機器収納ラック  

数  量 １式（材工共） 

形  式 屋内自立形  

構  成 ﾈｯﾄﾜｰｸﾃﾞｨｽｸﾚｺｰﾀﾞｰ 1 台 

 ﾊｰﾄﾞﾃﾞｨｽｸﾕﾆｯﾄ 2TB  4 台 

 HUB  1 台 

 ｽﾌﾟﾗｲｽﾕﾆｯﾄ 1 台 
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 ﾀﾞｸﾄ付ﾊﾟﾈﾙ/1U  2 台 

 ﾒﾃﾞｨｱｺﾝﾊﾞｰﾀｰ  2 台 

 光ｺｰﾄﾞ OPEN-1M 2 本 

 光ｺｰﾄﾞ SC-1M 2 本 

 配線工 

 CE 3C×14 85.3 ｍ 

 CE 3C×8 143.2 ｍ 

 光ｹｰﾌﾞﾙ 12C 185 ｍ 

 難燃ﾐﾗﾚｯｸｽF 20 ｍ 

 ｽﾘｰﾌﾞｺﾈｸﾀ 2 個 

 



容量 3.7 kW

全体 ： 2(1) 台

区分 排水･排泥設備 機器名称 1,2号_排水池返送ポンプ

運　　　転　　　方　　　式 既設 ： － 台 今回 ： 2(1) 台

[HRPN]

排水池返送ポンプ操作盤

ＣＯＳ

手動 自動
×0/1/1

停止 運転

ＣＳ

×0/2/2

OR●

OR●

運転条件AND○

OR●
NOT

排水池
返送ポンプ

停止 運転

過負荷でない

運　転　条　件

2. 地絡でない

1.

3. 着水井水位高でない

排水池水位に
よる自動運転

注）数量：ａ／ｂ／ｃは既設／今回／全体



1,2号_排水池返送ポンプ

備考
LCB

高低
圧盤

CC Ry KP
制御
装置

操作卓 LCD

PR
項　　　　目

停止
条件

操作 表示 操作 表示

浄水場

手動

○

○ ○

運
転
・
状
態
表
示

排水池返送ポンプ 自動 ○

運転 ○ ○ ○ ○ ○

停止 ○ ○ ○ ○

運
転
操
作

手動－自動 切替SW

停止－運転 操作SW

○

○

地絡 T ○

○ ○○ ○

MCCB断 ○ ○

過負荷 T ○

○排水池水位 高 ○

○低 ○

故
 
障
 
・
 
異
 
常
 
表
 
示

排水池返送ポンプ 故障 ○

計
 
器
 
類

排水池 水位 ○ ○ ○ ○○



全体 ： 2(1) 台

区分 排水･排泥設備 機器名称 1,2号_排泥池引抜ポンプ

運　　　転　　　方　　　式 既設 ： － 台 今回 ： 2(1) 台

容量 0.75 kW

排泥池引抜ポンプ操作盤

[HHPN]

ＣＯＳ

手動 自動
×0/1/1

ＣＳ

停止 運転
×0/2/2

排泥池水位に
よる自動運転

OR●

OR●

運転条件AND○

OR●
NOT

運転

排泥池引抜
ポンプ

停止

1. 過負荷でない

運　転　条　件

2. 地絡でない

3. 排水池レベル上限でない

注）数量：ａ／ｂ／ｃは既設／今回／全体



1,2号_排泥池引抜ポンプ

備考
LCB

高低
圧盤

CC Ry KP
制御
装置

操作卓 LCD

PR
操作 表示 操作 表示

項　　　　目
停止
条件

○

○

手動

○

○ ○

運
転
・
状
態
表
示

排泥池引抜ポンプ 自動

運転 ○ ○ ○○ ○

停止 ○ ○ ○

運
転
操
作

手動－自動 切替SW ○

停止－運転 操作SW ○

故
 
障
 
・
 
異
 
常
 
表
 
示

排泥池引抜ポンプ 故障 ○ ○ ○○ ○

MCCB断 ○ ○

過負荷 T ○

地絡 T ○

○排泥池水位 高 ○

低 ○○

計
 
器
 
類

排泥池 水位 ○ ○○ ○ ○

浄水場



全体 ： 1 台

区分 取水場設備 機器名称 濃縮槽汚泥掻寄機

運　　　転　　　方　　　式 既設 ： － 台 今回 ： 1 台

容量 0.4 kW

濃縮槽操作盤

[NOPN]

運　転　条　件

2. 地絡でない

1. 過負荷でない

3. 過トルクでない

ＣＳ

寸逆 停止 正転

×0/1/1

注）数量：ａ／ｂ／ｃは既設／今回／全体

運転条件

NOT

濃縮槽
汚泥掻寄機

寸逆 停止 正転

AND○

AND○

OR●



濃縮槽汚泥掻寄機

停止
条件

備考
LCB

高低
圧盤

CC Ry KP
制御
装置

操作卓 LCD

PR
操作 表示 操作 表示

浄水場

項　　　　目

○ ○

濃縮槽汚泥掻寄機 運転 ○ ○ ○○

運
転
・
状
態
表
示

停止 ○

運
転
操
作

寸逆－停止－正転 操作SW ○

故
 
障
 
・
 
異
 
常
 
表
 
示

濃縮槽汚泥掻寄機 故障 ○ ○○ ○ ○

MCCB断 ○ ○

地絡 T ○

過負荷 T ○

過トルク T ○

計
 
器
 
類



全体 ： 2(1)/1 台

区分 排水･排泥設備 機器名称 1,2号_濃縮槽汚泥引抜ポンプ･吐出弁

運　　　転　　　方　　　式 既設 ： － 台 今回 ： 2(1)/1 台

容量 1.5/0.05 kW

濃縮槽操作盤

[NOPN]

OR●

運　転　条　件

2. 地絡でない

3. 開過トルクでない(吐出弁のみ)

1. 過負荷でない

4. 閉過トルクでない(吐出弁のみ)

6. 停止渋滞でない(自動時、ポンプ)

ＣＯＳ

手動 自動

×0/2/2 ×0/1/1

OR●

OR●

×0/1/1

ＣＳ ＣＳ

停止 運転 閉 停止 開

AND○

OR●
NOT

OR●

OR●

濃縮槽汚泥
引抜ポンプ

濃縮槽汚泥
引抜ポンプ吐出弁

停止 運転 閉 停止 開

AND○

AND○

OR●

注）数量：ａ／ｂ／ｃは既設／今回／全体

運転条件１

運転条件２

濃縮槽水位による自動運転
(濃縮槽汚泥引抜ポンプと

吐出弁の連動を含む)

NOT

5. 始動渋滞でない(自動時、ポンプ)



1,2号_濃縮槽汚泥引抜ポンプ･吐出弁

備考
LCB

高低
圧盤

CC Ry KP
制御
装置

操作卓 LCD

PR
操作 表示 操作 表示

項　　　　目
停止
条件

○ ○ ○

全閉 ○ ○ ○

○

手動

○

○ ○

運
転
・
状
態
表
示

引抜ポンプ･吐出弁 自動

濃縮槽汚泥引抜ポンプ 運転 ○ ○ ○○ ○

○停止

寸開

吐出弁 全開 ○ ○

○

○

○

停止 ○

○ ○ ○

○

動作中 ○ ○

運
転
操
作

手動－自動 切替SW ○

停止－運転 操作SW

閉－停止－開 操作SW ○

○

故
 
障
 
・
 
異
 
常
 
表
 
示

濃縮槽汚泥引抜ポンプ 故障 ○ ○ ○○ ○

MCCB断 ○ ○

過負荷 T ○

地絡 T ○

停止渋滞 ○ ○

始動渋滞 ○ ○

渋滞 ○

○

○ ○ ○

○ ○ ○○導水ポンプ吐出弁 故障 ○

MCCB断 ○ ○

地絡 T ○

過負荷 T ○

閉過トルク T

開過トルク T

過トルク ○

計
 
器
 
類

浄水場



区分 受変電設備 機器名称 沈澱池排泥弁 容量 ― kW

運　　　転　　　方　　　式 既設 ： － 台 今回 ： － 台 全体 ： － 台

沈澱池排泥弁操作盤 場内用操作卓 LCD監視操作卓

[THPN] [MD1] [LCD1,2]
(取水場・
 浄水場共通)(排泥弁共通)

ＣＯＳ ＣＯＳ

現場 中央 デスク LCD
×0/1/1 ×1/0/1

(系共通)(※) (系共通)(※)

ＣＯＳ ＬＣＤ

手動 自動 手動 自動
×2/0/2 ×2/0/2

ＣＳ ＳＳ＋ＭＳ ＬＣＤ

閉 開 閉 開 閉 開×0/8/8
(2池×4) ×8/0/8 ×8/0/8

汚泥搔寄機と連動
した排泥順次
引抜制御(※)

OR●
●

OR● OR

OR● ●
OR

OR● ●
OR

運転条件AND○

(※)自動制御は、池単位で行うものとし、
　　組合せは以下とする。
　　１系薬品沈澱池：１号掻寄機，１～４号排泥弁
　　２系薬品沈澱池：２号掻寄機，５～８号排泥弁

2. 他の池の排泥作業中でない ○

3. 開閉渋滞でない ○

OR●
NOT

□号
排泥弁

閉 開

○

□：1～8 運　転　条　件 手動 自動

1. 排泥池受入可能水位 ○

注）数量：ａ／ｂ／ｃは既設／今回／全体



沈澱池排泥弁

項　　　　目
停止
条件

現場 管理棟電気室 管理棟2Fコントロール室

備考
LCB

高低
圧盤

CC Ry TB
制御
装置

場内用操作卓 LCD

PR
操作 表示 操作 表示

運
転
・
状
態
表
示

排泥弁 中央

□号排泥弁 全開 ○

寸開

○ ○

現場 ○

全閉 ○

○ ○

□：1～8

○ ○

排泥待機中 ○ △：1，2

△号沈澱池汚泥搔寄機・排泥弁 自動 ○ ○ △：1，2

△系沈澱池

○ ○手動

運
転
操
作

現場－中央 切替SW ○

手動－自動 切替SW

デスクｰLCD 切替SW ○

○ ○

閉－開 操作SW ○ ○ ○

故
 
障
 
・
 
異
 
常
 
表
 
示

□号排泥弁 渋滞 ○ ○ ○ ○ □：1～8

上限 ○

計
 
器
 
類



区分 沈澱池設備 機器名称 沈澱池床排水ポンプ 容量 0.4 kW

運　　　転　　　方　　　式 既設 ： － 台 今回 ： 1 台 全体 ： 1 台

沈澱池床排水ポンプ操作盤 薬品沈殿池設備リレー盤

[TYPN] [TRYN1,2]

ＣＯＳ

手動 自動
×0/1/1

ＣＳ 床排水ピット
水位による
自動運転停止 運転

×0/1/1

OR●

OR●

AND○ 運転条件 床排水ピット水位による床排水ポンプ運転制御

　１．制御概要
　　　床排水ピット水位により床排水ポンプ運転制御を行う。
　２．自動制御条件
　　　「手動－自動」のモード切換が「自動」に選択される。
　３．自動制御方式
　　　床排水ピット水位一定制御を行う。床排水ポンプは
　　　水位高(H)で運転し、水位低(L)で停止する。

OR●
NOT

沈澱池床
排水ポンプ

停止 運転

4P

水位上限警戒

水位高(H)で床排水ポンプ運転

コモン

水位低(L)で床排水ポンプ停止

床排水ピット

運　転　条　件

1. 過負荷でない

2. 地絡でない

注）数量：ａ／ｂ／ｃは既設／今回／全体



沈澱池床排水ポンプ

管理棟2Fコントロール室

備考
LCB

高低
圧盤

CC Ry TB
制御
装置

場内用操作卓 LCD

PR
操作 表示 操作 表示

項　　　　目
停止
条件

現場 管理棟電気室

自動

停止 ○

手動

運転 ○ ○ ○ ○

運
転
・
状
態
表
示

沈澱池床排水ポンプ

○

運
転
操
作

手動－自動 切替SW ○

停止－運転 操作SW ○

故
 
障
 
・
 
異
 
常
 
表
 
示

沈澱池床排水ポンプ 故障 ○ ○ ○ ○ ○

MCCB断 ○

過負荷 ○

地絡 ○

沈殿池床排水ピット水位 上限 ○

計
 
器
 
類



― kW区分 薬注設備 機器名称 PAC注入機 容量

－ 台 全体 ： － 台運　　　転　　　方　　　式 既設 ： － 台 今回 ：

[LCD1,2]

LCD監視操作卓

(※)
 手動:注入率設定
 自動:原水濁度自動注入率（折れ線データ）

[YCSN]

注）数量：ａ／ｂ／ｃは既設／今回／全体

(※) 注入量設定
モード切替

別途機械範囲薬注設備制御盤

(機械設備)

手動 自動
×0/1/1

ＬＣＤ

原水流量による
比率演算制御

排水･薬注設備制御装置

運　転　条　件

1.

2.

3.



PAC注入機

備考
LCB

高低
圧盤

CC Ry TB
制御
装置

場内用操作卓
項　　　　目

停止
条件

現場

操作 表示 操作 表示

管理棟電気室 管理棟2Fコントロール室

LCD

PR

○運転

○

運
転
・
状
態
表
示

PAC注入機_1,2号ポンプ

PAC注入機 自動

○PAC注入量選択場所 中央

○ ○

○

運
転
操
作

故
 
障
 
・
 
異
 
常
 
表
 
示

PAC注入機_1,2号ポンプ 故障 ○

無注入

○

○○

○

液位低

○PAC貯蔵槽 液位高

○

液位異常低

○

○○

○PAC注入量

○ ○○

PAC貯蔵槽 液位

PAC注入量 (積算)

○

計
 
器
 
類

○

○ ○



― kW

運　　　転　　　方　　　式 既設 ： － 台 今回 ：

区分 薬注設備 機器名称 苛性ソーダ注入機 容量

－ 台 全体 ： － 台

薬注設備制御盤 別途機械範囲 LCD監視操作卓

(機械設備) [LCD1,2]

(※) 注入量設定
モード切替

手動 自動

ＬＣＤ

×0/1/1

排水･薬注設備制御装置

[YCSN]

原水流量による
比率演算制御

(※)
 手動:注入率設定
 自動:PAC連動自動注入率

運　転　条　件

注）数量：ａ／ｂ／ｃは既設／今回／全体



苛性ソーダ注入機

備考
LCB

高低
圧盤

CC Ry TB
制御
装置

場内用操作卓
項　　　　目

停止
条件

現場

操作 表示 操作 表示

管理棟電気室 管理棟2Fコントロール室

LCD

PR

○

○

運
転
・
状
態
表
示

苛性ソーダ注入機 自動

○苛性ソーダ注入量選択場所 中央

○

○○苛性ソーダ注入機_1,2号ポンプ 運転

運
転
操
作

苛性ソーダ注入機_1,2号ポンプ 故障

故
 
障
 
・
 
異
 
常
 
表
 
示

無注入

○ ○

○○

○苛性ソーダ貯蔵槽 液位高 ○

液位異常低

○ ○

○

液位低

○

計
 
器
 
類

苛性ソーダ注入量 ○

苛性ソーダ注入量 (積算)

○

○ ○○

苛性ソーダ貯蔵槽 液位 ○ ○○



― kW

運　　　転　　　方　　　式 既設 ： － 台 今回 ：

区分 薬注設備 機器名称 前次亜注入機 容量

－ 台 全体 ： － 台

薬注設備制御盤 別途機械範囲 LCD監視操作卓

(機械設備) [LCD1,2]

ＬＣＤ

×0/1/1

排水･薬注設備制御装置

[YCSN]

原水流量による
比率演算制御

運　転　条　件

1.

2.

3.

注入率設定

注）数量：ａ／ｂ／ｃは既設／今回／全体



前次亜注入機

備考
LCB

高低
圧盤

CC Ry TB
制御
装置

場内用操作卓
項　　　　目

停止
条件

現場

操作 表示 操作 表示

管理棟電気室 管理棟2Fコントロール室

LCD

PR

○

○

運
転
・
状
態
表
示

前次亜注入機 自動

○前次亜注入量選択場所 中央

○

○○前次亜注入機_1,2号ポンプ 運転

運
転
操
作

前次亜注入機_1,2号ポンプ 故障

故
 
障
 
・
 
異
 
常
 
表
 
示

無注入

○

○

○

○

前次亜貯蔵槽 液位高 ○

液位低

○

○液位異常低

○ ○

○

計
 
器
 
類

前次亜注入量 ○

前次亜注入量 (積算)

○

○ ○○

○前次亜貯蔵槽 液位 ○ ○



― kW

運　　　転　　　方　　　式 既設 ： － 台 今回 ：

区分 薬注設備 機器名称 中次亜注入機 容量

－ 台 全体 ： － 台

薬注設備制御盤 別途機械範囲 LCD監視操作卓

(機械設備) [LCD1,2]

ＬＣＤ

×0/1/1

排水･薬注設備制御装置

[YCSN]

原水流量による
比率演算制御

運　転　条　件

1.

2.

3.

注入率設定

注）数量：ａ／ｂ／ｃは既設／今回／全体



中次亜注入機

備考
LCB

高低
圧盤

CC Ry TB
制御
装置

場内用操作卓
項　　　　目

停止
条件

現場

操作 表示 操作 表示

管理棟電気室 管理棟2Fコントロール室

LCD

PR

○

○

運
転
・
状
態
表
示

中次亜注入機 自動

○中次亜注入量選択場所 中央

○

○○中次亜注入機_1,2号ポンプ 運転

運
転
操
作

中次亜注入機_1,2号ポンプ 故障

故
 
障
 
・
 
異
 
常
 
表
 
示

無注入

○

○

○

○

中次亜貯蔵槽 液位高 ○

液位低

○

○液位異常低

○ ○

○

計
 
器
 
類

中次亜注入量 ○

中次亜注入量 (積算)

○

○ ○○

○中次亜貯蔵槽 液位 ○ ○



― kW

運　　　転　　　方　　　式 既設 ： － 台 今回 ：

区分 薬注設備 機器名称 後次亜注入機 容量

－ 台 全体 ： － 台

薬注設備制御盤 別途機械範囲 LCD監視操作卓

(機械設備) [LCD1,2]

ＬＣＤ

×0/1/1

排水･薬注設備制御装置

[YCSN]

ろ過流量による
比率演算制御

運　転　条　件

1.

2.

3.

注入率設定

注）数量：ａ／ｂ／ｃは既設／今回／全体



後次亜注入機

備考
LCB

高低
圧盤

CC Ry TB
制御
装置

場内用操作卓
項　　　　目

停止
条件

現場

操作 表示 操作 表示

管理棟電気室 管理棟2Fコントロール室

LCD

PR

○

○

運
転
・
状
態
表
示

後次亜注入機 自動

○後次亜注入量選択場所 中央

○

○○後次亜注入機_1,2号ポンプ 運転

運
転
操
作

後次亜注入機_1,2号ポンプ 故障

故
 
障
 
・
 
異
 
常
 
表
 
示

無注入

○

○

○

○

後次亜貯蔵槽 液位高 ○

液位低

○

○液位異常低

○ ○

○

計
 
器
 
類

後次亜注入量 ○

後次亜注入量 (積算)

○

○ ○○

○後次亜貯蔵槽 液位 ○ ○



入出力項目表̲集計

取水場設備制御装置 [SCS] (既設) 96 27 21 4 82 23 21 4 86 23 21 4 35 47 15 4
(追加)
(削除)

(全体) 96 31 21 4 82 27 21 4 86 27 21 4 35 47 15 4

沈殿池制御装置 [TCS] (既設) 126 34 25 3 114 34 24 3 119 37 24 5 59 51 21 2
(追加)
(削除)

(全体) 126 34 25 3 114 34 24 3 119 37 24 5 59 51 21 2

ろ過池設備制御装置 [RCS] (既設) 185 80 2 150 76 2 176 76 2 1 125 51 2
(追加)
(削除)

(全体) 185 80 2 150 76 2 176 76 2 1 125 51 2

排水･薬注設備制御装置 [YCS] (既設) 91 24 17 8 83 16 17 92 16 17 9 35 52 9
（既設） (追加)

(削除) 91 24 17 8 56 16 14 92 16 17 9 34 51 9

(全体) 25 3

排水･薬注設備制御装置 [YCSN] (既設)
（今回） (追加) 130 8 20 5 129 20 5 6 24 22 6

(削除)

(全体) 130 8 20 5 129 20 5 6 24 22 6

場外用入出力制御装置 [IOP] (既設) 175 26 116 5 175 26 116 5
(追加)
(削除)

(全体) 179 26 116 5 179 26 116 5

合計 (既設) 673 191 181 13 7 429 149 64 7 648 178 180 5 19 254 201 47 6
(追加) 130 8 20 5 129 20 5 6 24 22 6
(削除) 91 24 17 8 56 16 14 92 16 17 9 34 51 9

(全体) 716 179 184 10 7 371 137 50 7 689 166 183 10 16 243 171 44 6

備 考
Ｄ

Ｉ

Ｄ

Ｏ

Ａ

Ｉ

Ａ

Ｏ

Ｐ

Ｉ

Ｐ

Ｉ

Ｄ

Ｉ

Ｄ

Ｏ

Ａ

Ｉ

Ａ

Ｏ

動

　
作

警

　
報

日

　
報

月

　
報

年

　
報

信　号　名　称

制御装置 操作卓制御装置
[DCP]

データ処理装置･LCD
監視操作卓[DB･LCD]

帳　　　票

Ｄ

Ｉ

Ｄ

Ｏ

Ａ

Ｉ

Ａ

Ｏ

Ｐ

Ｉ

 1 - 1



入出力項目表̲(排水･薬注) (既設)

1号PAC貯槽 液位 1 1 1 1 1

2号PAC貯槽 液位 1 1 1 1 1

1号PAC 注入量 1 1 1 1 1

注入量(積算) 1 1 1 1

注入量設定 1 1 1

2号PAC 注入量 1 1 1 1 1

注入量(積算) 1 1 1 1

注入量設定 1 1 1

1号苛性ソーダ貯槽 液位 1 1 1 1 1

2号苛性ソーダ貯槽 液位 1 1 1 1 1

1号苛性ソーダ 注入量 1 1 1 1 1

注入量(積算) 1 1 1 1

注入量設定 1 1 1

2号苛性ソーダ 注入量 1 1 1 1 1

注入量(積算) 1 1 1 1

注入量設定 1 1 1

1号次亜塩素貯槽 液位 1 1 1 1 1

2号次亜塩素貯槽 液位 1 1 1 1 1

1号前次亜塩素 注入量 1 1 1 1 1

注入量(積算) 1 1 1 1

注入量設定 1 1 1

2号前次亜塩素 注入量 1 1 1 1 1

注入量(積算) 1 1 1 1

注入量設定 1 1 1

備 考

データ処理装置･LCD
監視操作卓[DB･LCD]

帳　　　票

年

　
報

日

　
報

月

　
報

排水･薬注設備
制御装置[YCS]

操作卓制御装置
[DCP]

Ａ

Ｏ

既

　
設

追

　
加

削

　
除

全

　
体

Ｄ

Ｉ

Ｄ

Ｉ

Ｄ

Ｏ

Ａ

Ｏ

Ｐ

Ｉ

動

　
作

警

　
報

Ａ

Ｉ

Ａ

Ｏ

Ｐ

Ｉ

Ｄ

Ｉ

Ｄ

Ｏ

Ａ

Ｉ

信　号　名　称
Ｐ

Ｉ

Ｄ

Ｏ

Ａ

Ｉ

数　　量

 2 - 1



入出力項目表̲(排水･薬注) (既設)

備 考

データ処理装置･LCD
監視操作卓[DB･LCD]

帳　　　票

年

　
報

日

　
報

月

　
報

排水･薬注設備
制御装置[YCS]

操作卓制御装置
[DCP]

Ａ

Ｏ

既

　
設

追

　
加

削

　
除

全

　
体

Ｄ

Ｉ

Ｄ

Ｉ

Ｄ

Ｏ

Ａ

Ｏ

Ｐ

Ｉ

動

　
作

警

　
報

Ａ

Ｉ

Ａ

Ｏ

Ｐ

Ｉ

Ｄ

Ｉ

Ｄ

Ｏ

Ａ

Ｉ

信　号　名　称
Ｐ

Ｉ

Ｄ

Ｏ

Ａ

Ｉ

数　　量

1号後次亜塩素 注入量 1 1 1 1 1

注入量(積算) 1 1 1 1

注入量設定 1 1 1

2号後次亜塩素 注入量 1 1 1 1 1

注入量(積算) 1 1 1 1

注入量設定 1 1 1

返送水 流量 1 1 1 1 1 1

流量(積算) 1 1 1 1 1

排水池 水位 1 1 1 1 1 1

排泥池 水位 1 1 1 1 1 1

排水･薬注中央操作場所 ＬＣＤ 1 1 1 1 1 1

デスク 1 1 1 1 1 1

返送ポンプ 自動 1 1 1 1 1 1

1,2号返送ポンプ 運転 2 2 2 1 1 1 1

MCCB断(故障) 2 2 2 1 1 1 1

運転指令 2 2 2 1

停止指令 2 2 2 1

排泥池汚泥引抜ポンプ 自動 1 1 1 1 1 1

排泥池1,2号汚泥引抜ポンプ 運転 2 2 2 1 1 1 1

MCCB断(故障) 2 2 2 1 1 1 1

運転指令 2 2 2 1

停止指令 2 2 2 1

 2 - 2



入出力項目表̲(排水･薬注) (既設)

備 考

データ処理装置･LCD
監視操作卓[DB･LCD]

帳　　　票

年

　
報

日

　
報

月

　
報

排水･薬注設備
制御装置[YCS]

操作卓制御装置
[DCP]

Ａ

Ｏ

既

　
設

追

　
加

削

　
除

全

　
体

Ｄ

Ｉ

Ｄ

Ｉ

Ｄ

Ｏ

Ａ

Ｏ

Ｐ

Ｉ

動

　
作

警

　
報

Ａ

Ｉ

Ａ

Ｏ

Ｐ

Ｉ

Ｄ

Ｉ

Ｄ

Ｏ

Ａ

Ｉ

信　号　名　称
Ｐ

Ｉ

Ｄ

Ｏ

Ａ

Ｉ

数　　量

濃縮槽設備 自動 1 1 1 1 1 1

濃縮槽1,2号汚泥引抜ポンプ 運転 2 2 2 1 1 1 1

MCCB断 2 2 2 1 1 1 1

渋滞 2 2 2 1 1 1 1

濃縮槽汚泥引抜ポンプ吐出弁 全閉 1 1 1 1 1 1 1

停止 1 1 1 1 1 1 1

MCCB断(故障) 1 1 1 1 1 1 1

濃縮汚泥掻寄機 運転 1 1 1 1 1 1 1

MCCB断(故障) 1 1 1 1 1 1 1

場内給水ポンプ 自動 負荷撤去

運転 負荷撤去

MCCB断(故障) 負荷撤去

排水池水位 ＨＨ 1 1 1 1 1

Ｈ 1 1 1 1 1 1 1

Ｌ 1 1 1 1 1 1 1

ＬＬ 1 1 1 1 1

排泥池水位 ＨＨ 1 1 1 1 1

Ｈ 1 1 1 1 1 1 1

受入可能水位 1 1 1 1 1

Ｌ 1 1 1 1 1 1 1

ＬＬ 1 1 1 1 1

濃縮槽水位 Ｈ 1 1 1 1 1

Ｌ 1 1 1 1 1 1 1

 2 - 3



入出力項目表̲(排水･薬注) (既設)

備 考

データ処理装置･LCD
監視操作卓[DB･LCD]

帳　　　票

年

　
報

日

　
報

月

　
報

排水･薬注設備
制御装置[YCS]

操作卓制御装置
[DCP]

Ａ

Ｏ

既

　
設

追

　
加

削

　
除

全

　
体

Ｄ

Ｉ

Ｄ

Ｉ

Ｄ

Ｏ

Ａ

Ｏ

Ｐ

Ｉ

動

　
作

警

　
報

Ａ

Ｉ

Ａ

Ｏ

Ｐ

Ｉ

Ｄ

Ｉ

Ｄ

Ｏ

Ａ

Ｉ

信　号　名　称
Ｐ

Ｉ

Ｄ

Ｏ

Ａ

Ｉ

数　　量

PAC 中央 1 1 1 1 1 1

1,2号PAC注入ポンプ 運転 2 2 1 1 1 1

MCCB断(故障) 2 2 1 1 1 1

運転指令 2 2 1 1 1

停止指令 2 2 1 1 1

1,2号PAC調節計 故障 2 2 1 1 1 1

1,2号PAC貯槽手動弁 全閉 2 2 1 1 1 1

1,2号PAC貯槽液位 Ｈ 2 2 1 1 1 1

Ｌ 2 2 1 1 1 1

ＬＬ 2 2 1 1 1 1

苛性ソーダ 中央 1 1 1 1 1 1

1,2号苛性ソーダ注入ポンプ 運転 2 2 1 1 1 1

MCCB断(故障) 2 2 1 1 1 1

運転指令 2 2 1 1 1

停止指令 2 2 1 1 1

1,2号苛性ソーダ撹拌機 運転 2 2 1 1 1 1

MCCB断(故障) 2 2 1 1 1 1

1,2号苛性ソーダ調節計 故障 2 2 1 1 1 1

1,2号苛性ソーダ貯槽手動弁 全閉 2 2 1 1 1 1

1,2号苛性ソーダ貯槽液位 Ｈ 2 2 1 1 1 1

Ｌ 2 2 1 1 1 1

ＬＬ 2 2 1 1 1 1

 2 - 4



入出力項目表̲(排水･薬注) (既設)

備 考

データ処理装置･LCD
監視操作卓[DB･LCD]

帳　　　票

年

　
報

日

　
報

月

　
報

排水･薬注設備
制御装置[YCS]

操作卓制御装置
[DCP]

Ａ

Ｏ

既

　
設

追

　
加

削

　
除

全

　
体

Ｄ

Ｉ

Ｄ

Ｉ

Ｄ

Ｏ

Ａ

Ｏ

Ｐ

Ｉ

動

　
作

警

　
報

Ａ

Ｉ

Ａ

Ｏ

Ｐ

Ｉ

Ｄ

Ｉ

Ｄ

Ｏ

Ａ

Ｉ

信　号　名　称
Ｐ

Ｉ

Ｄ

Ｏ

Ａ

Ｉ

数　　量

前次亜 中央 1 1 1 1 1 1

1,2号前次亜注入ポンプ 運転 2 2 1 1 1 1

MCCB断(故障) 2 2 1 1 1 1

運転指令 2 2 1 1 1

停止指令 2 2 1 1 1

1,2号前次亜調節計 故障 2 2 1 1 1 1

後次亜 中央 1 1 1 1 1 1

1,2号後次亜注入ポンプ 運転 2 2 1 1 1 1

MCCB断(故障) 2 2 1 1 1 1

運転指令 2 2 1 1 1

停止指令 2 2 1 1 1

1,2号後次亜調節計 故障 2 2 1 1 1 1

1,2号次亜貯槽手動弁 全閉 2 2 1 1 1 1

1,2号次亜貯槽液位 Ｈ 2 2 1 1 1 1

Ｌ 2 2 1 1 1 1

ＬＬ 2 2 1 1 1 1

既　設 91 24 17 8 81 16 17 90 16 17 9 34 51 9

追　加

削　除 91 24 17 8 56 16 14 34 51 9

全　体 25 3 34 3 1 14 15 1

合　　計

 2 - 5



入出力項目表̲(排水･薬注)（今回）

返送水 流量 1 1 1 1 1

流量(積算) 1 1 1 1

排水池 水位 1 1 1 1 1

排泥池 水位 1 1 1 1 1

排水･薬注中央操作場所 ＬＣＤ 1 1 1 1 1

デスク 1 1 1 1 1

返送ポンプ 自動 1 1 1 1 1

1,2号返送ポンプ 運転 2 2 1 1 1 1

MCCB断(故障) 2 2 1 1 1 1

運転指令 2 2 1

停止指令 2 2 1

排泥池汚泥引抜ポンプ 自動 1 1 1 1 1

排泥池1,2号汚泥引抜ポンプ 運転 2 2 1 1 1 1

MCCB断(故障) 2 2 1 1 1 1

運転指令 2 2 1

停止指令 2 2 1

濃縮槽設備 自動 1 1 1 1 1

濃縮槽1,2号汚泥引抜ポンプ 運転 2 2 1 1 1 1

MCCB断 2 2 1 1 1 1

渋滞 2 2 1 1 1 1

Ｐ

Ｉ

Ｄ

Ｉ

Ｄ

Ｏ

Ａ

Ｉ

信　号　名　称 備 考既

　
設

追

　
加

削

　
除

全

　
体

Ｄ

Ｉ

Ｄ

Ｏ

Ａ

Ｉ

Ａ

Ｏ

Ｐ

Ｉ

数　　量
排水･薬注設備
制御装置[YCSN]

操作卓制御装置
[DCP]

データ処理装置･LCD
監視操作卓[DB･LCD]

動

　
作

警

　
報

帳　　　票

Ｄ

Ｉ

Ｄ

Ｏ

Ａ

Ｉ

Ａ

Ｏ

Ａ

Ｏ

Ｐ

Ｉ

日

　
報

月

　
報

年

　
報

 3 - 1



入出力項目表̲(排水･薬注)（今回）

Ｐ

Ｉ

Ｄ

Ｉ

Ｄ

Ｏ

Ａ

Ｉ

信　号　名　称 備 考既

　
設

追

　
加

削

　
除

全

　
体

Ｄ

Ｉ

Ｄ

Ｏ

Ａ

Ｉ

Ａ

Ｏ

Ｐ

Ｉ

数　　量
排水･薬注設備
制御装置[YCSN]

操作卓制御装置
[DCP]

データ処理装置･LCD
監視操作卓[DB･LCD]

動

　
作

警

　
報

帳　　　票

Ｄ

Ｉ

Ｄ

Ｏ

Ａ

Ｉ

Ａ

Ｏ

Ａ

Ｏ

Ｐ

Ｉ

日

　
報

月

　
報

年

　
報

濃縮槽汚泥引抜ポンプ吐出弁 全閉 1 1 1 1 1 1

停止 1 1 1 1 1 1

MCCB断(故障) 1 1 1 1 1 1

濃縮汚泥掻寄機 運転 1 1 1 1 1 1

MCCB断(故障) 1 1 1 1 1 1

場内給水ポンプ 自動 負荷撤去

運転 負荷撤去

MCCB断(故障) 負荷撤去

排水池水位 ＨＨ 1 1 1 1

Ｈ 1 1 1 1 1 1

Ｌ 1 1 1 1 1 1

ＬＬ 1 1 1 1

排泥池水位 ＨＨ 1 1 1 1

Ｈ 1 1 1 1 1 1

受入可能水位 1 1 1 1

Ｌ 1 1 1 1 1 1

ＬＬ 1 1 1 1

濃縮槽水位 Ｈ 1 1 1 1

Ｌ 1 1 1 1 1 1

PAC注入量選択場所 中央 1 1 1 1 1

PAC注入機 自動 1 1 1 1 1

□号PAC注入機_本体 故障 2 2 1 1 1 (□:1～2)
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入出力項目表̲(排水･薬注)（今回）
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報

1号PAC注入機_□号ポンプ 運転 2 2 1 1 (□:1～2)

2号PAC注入機_□号ポンプ 運転 2 2 1 1 (□:1～2)

1号PAC注入機_□号ポンプ 故障 2 2 1 1 (□:1～2)

2号PAC注入機_□号ポンプ 故障 2 2 1 1 (□:1～2)

1号PAC注入機_□号ポンプ 無注入 2 2 1 1 (□:1～2)

2号PAC注入機_□号ポンプ 無注入 2 2 1 1 (□:1～2)

苛性ソーダ注入量選択場所 中央 1 1 1 1 1

苛性ソーダ注入機 自動 1 1 1 1 1

□号苛性ソーダ注入機_本体 故障 2 2 1 1 1 (□:1～2)

1号苛性ソーダ注入機_□号ポンプ 運転 2 2 1 1 (□:1～2)

2号苛性ソーダ注入機_□号ポンプ 運転 2 2 1 1 (□:1～2)

1号苛性ソーダ注入機_□号ポンプ 故障 2 2 1 1 (□:1～2)

2号苛性ソーダ注入機_□号ポンプ 故障 2 2 1 1 (□:1～2)

1号苛性ソーダ注入機_□号ポンプ 無注入 2 2 1 1 (□:1～2)

2号苛性ソーダ注入機_□号ポンプ 無注入 2 2 1 1 (□:1～2)

前次亜注入量選択場所 中央 1 1 1 1 1

前次亜注入機 自動 1 1 1 1 1

前次亜注入機_本体 故障 1 1 1 1 1

前次亜注入機_□号ポンプ 運転 2 2 1 1 (□:1～2)

前次亜注入機_□号ポンプ 故障 2 2 1 1 (□:1～2)

前次亜注入機_□号ポンプ 無注入 2 2 1 1 (□:1～2)

中次亜注入量選択場所 中央 1 1 1 1 1

中次亜注入機 自動 1 1 1 1 1

中次亜注入機_本体 故障 1 1 1 1 1

中次亜注入機_□号ポンプ 運転 2 2 1 1 (□:1～2)

中次亜注入機_□号ポンプ 故障 2 2 1 1 (□:1～2)

中次亜注入機_□号ポンプ 無注入 2 2 1 1 (□:1～2)

後次亜注入量選択場所 中央 1 1 1 1 1

後次亜注入機 自動 1 1 1 1 1

後次亜注入機_本体 故障 1 1 1 1 1
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後次亜注入機_□号ポンプ 運転 2 2 1 1 (□:1～2)

後次亜注入機_□号ポンプ 故障 2 2 1 1 (□:1～2)

後次亜注入機_□号ポンプ 無注入 2 2 1 1 (□:1～2)

□号苛性ソーダ撹拌機 運転 2 2 1 1 (□:1～2)

□号苛性ソーダ撹拌機 故障 2 2 1 1 (□:1～2)

□号PAC貯蔵槽引出弁 全閉 2 2 1 1 (□:1～2)

□号PAC貯蔵槽引出弁 故障 2 2 1 1 (□:1～2)

□号苛性ソーダ貯蔵槽引出弁 全閉 2 2 1 1 (□:1～2)

□号苛性ソーダ貯蔵槽引出弁 故障 2 2 1 1 (□:1～2)

□号次亜貯蔵槽引出弁 全閉 2 2 1 1 (□:1～2)

□号次亜貯蔵槽引出弁 故障 2 2 1 1 (□:1～2)

□号PAC貯蔵槽 液位 2 2 1 1 (□:1～2)

□号PAC貯蔵槽 液位高 2 2 1 1 (□:1～2)

□号PAC貯蔵槽 液位低 2 2 1 1 (□:1～2)

□号PAC貯蔵槽 液位異常低 2 2 1 1 (□:1～2)

□号苛性ソーダ貯蔵槽 液位 2 2 1 1 (□:1～2)

□号苛性ソーダ貯蔵槽 液位高 2 2 1 1 (□:1～2)

□号苛性ソーダ貯蔵槽 液位低 2 2 1 1 (□:1～2)

□号苛性ソーダ貯蔵槽 液位異常低 2 2 1 1 (□:1～2)

□号次亜貯蔵槽 液位 2 2 1 1 (□:1～2)

□号次亜貯蔵槽 液位高 2 2 1 1 (□:1～2)

□号次亜貯蔵槽 液位低 2 2 1 1 (□:1～2)

□号次亜貯蔵槽 液位異常低 2 2 1 1 (□:1～2)

PAC注入量 (SV) 1 1 1 1

PAC注入量 (SV)アンサ 1 1 1 1

PAC注入量 (PV) 1 1 1 1

苛性ソーダ注入量 (SV) 1 1 1 1

苛性ソーダ注入量 (SV)アンサ 1 1 1 1

苛性ソーダ注入量 (PV) 1 1 1 1
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前次亜注入量 (SV) 1 1 1 1

前次亜注入量 (SV)アンサ 1 1 1 1

前次亜注入量 (PV) 1 1 1 1

中次亜注入量 (SV) 1 1 1 1

中次亜注入量 (SV)アンサ 1 1 1 1

中次亜注入量 (PV) 1 1 1 1

後次亜注入量 (SV) 1 1 1 1

後次亜注入量 (SV)アンサ 1 1 1 1

後次亜注入量 (PV) 1 1 1 1

PLC 異常 1 1 1 1

PLC バッテリ低下 1 1 1 1

沈殿水 残留塩素 1 1 1 1

PAC注入量 (積算) 1 1 1 1

苛性ソーダ注入量 (積算) 1 1 1 1

前次亜注入量 (積算) 1 1 1 1

中次亜注入量 (積算) 1 1 1 1

後次亜注入量 (積算) 1 1 1 1

既　設 83 16 17 92 16 17 9 35 52 9

追　加 130 8 20 5 129 20 5 6 24 22 6

削　除 56 16 14 92 16 17 9

全　体 130 8 20 5 129 20 5 6 24 22 6

合　　計
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